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バーチャル・エンタープライズ

オープンでセキュアなハイブリッド	
クラウドとネットワークが鍵に

テクノロジーは、企業のビジネスモデルを世界的に変革し、新たな成長機会をもた
らし、コストや効率性に新たな基準を提供している。人工知能（AI）や自動化、ブロッ
クチェーン、モノのインターネット（IoT）、5G（高速・大容量通信規格）、クラウド、
さらに量子コンピューティングの利用が進んだことで、以前は目指すべき将来像で
あったコグニティブ・エンタープライズ *は、今や現実のものとなりつつある。

この変革を、バーチャル化（仮想化）が加速している世の中に照らし合わせてみる
と、特にエコシステムやデジタルなワークフロー、ネットワーク型企業などがもた
らす力がますます強くなっている。つまり、企業間や組織間の枠を超えてデジタル
化されたワークフローが流れることで、あたかもリアルとデジタルが一体化した、
1つの大きなバーチャルな企業ができたかのような価値が生み出されようとしてい
るのである。こうした「バーチャル・エンタープライズ」の誕生を支えるのが、企
業に生命を吹き込み、エコシステム参加者の連携の要となる価値をもたらす「ゴー
ルデン・スレッド」** だ（図 1参照）。

企業が新たなテクノロジーを活用し、さまざまに組み合わせる中で、今後クライア
ント価値を増大させる鍵を握るのはオープンイノベーションだと考えられる。オー
プンイノベーションは、「エコシステムの拡張に伴う収益機会の拡大」や「画期的
なアイデアとビジネス・プラットフォームの増加」「技術開発の加速」「市場投入時
間の短縮」「生産性やコスト、効率性の改善」の実現を支えている。そこで必要と
なるのが、オープンでセキュアなハイブリッドクラウド・アーキテクチャーだ。

バーチャル・エンタープライズは、ハイブリッドクラウド・アーキテクチャーがも
たらす柔軟性と敏しょう性を最大限活用している。これによって企業のオープン性
が強化され、ビジネス・パートナーとの連携を強めたり、最先端のオープン・テク
ノロジーを十二分に活用してイノベーションを加速させたりすることが可能にな
る。その意味では、バーチャル・エンタープライズは、堅牢なネットワークと安全
なテクノロジー・インフラストラクチャーの支えが必要であり、その上で適切かつ
包括的なアーキテクチャーのもと、ワークロードの配置を最適化し、周囲の環境
との互換性が確保されることが求められる。多くの企業が目指すであろうバーチャ
ル・エンタープライズへの移行には、それ故に、適応性とレジリエンスという 2
つの要件が満たされなければならない。

*	「新たな市場を創出するビジネス・プラットフォーム」や「インテリジェント・ワークフロー」「エンタープライズ・エクスペリエ
ンスと人間性」を軸にした企業像

**	ゴールデン・スレッド（Golden	Thread）は異なるもの同士を結び合わせ、より価値あるものに変える「金の糸」
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オープンでセキュアな 
ハイブリッドクラウドと 
ネットワークがいかにして 
バーチャル・エクセレンスを
高めるのか
バーチャル・エンタープライズの実現には、参加者をシー

ムレスで安全に、かつリアルタイムに結び付けるネット

ワークの力が決定的に重要だと言える。バーチャル・エ

ンタープライズが依拠するのは、新しいエコシステムと

の連携の上に構築された、新たな市場を創出するプラッ

トフォームと、科学とデータが主導するイノベーション

によって刷新され、サステナブルな影響を広範囲にもた

らす、強力なインテリジェント・ワークフロー *である。

だが、そのいずれも、目的に合ったアプリケーションや

インフラストラクチャー・アーキテクチャーがなくては

実現できないだろう。

ハイブリッドクラウドが提供する、オープンでセキュア

な最新アーキテクチャーは、バーチャル・エンタープラ

イズの実現性を大いに高めている。先のパンデミック

は、デジタル化の進展に必要な柔軟性と適応性をもたら

す、クラウドベースのアーキテクチャーの利用を加速さ

せた。しかし、未来の企業にとって必要なのは、単なる「ク

ラウド」ではない。適切な包括的アーキテクチャーのも

とでワークロードを最適化する、適切なクラウドだけが、

オープン性と高いセキュリティーを実現できることだ。

オープンソースのソリューションは、組織・業界横断的

に新たな価値を生み出す協業や共有機能に対し相乗効果

を発揮する。企業内ではアプリケーションはサイロ化に

よって分断され、インテリジェント・ワークフローの働

きは制限されている。さらに、複数のクラウドベースの

ソリューションの登場によって、新たなレベルで不整合

が顕在化している。こうした分断を打破すれば、組織を

超えた、より広範な人々による開発やイノベーションを

活用する、新たなソリューションが創出される。オープ

ンでセキュアなハイブリッドクラウド環境では、もとも

と備わっている互換性によって、こうした分断を打破し、

多様な貢献をもたらしている。これがバーチャル・エン

タープライズの適応性の基盤となっている。

オープンでセキュアな 
ハイブリッドクラウドとは何か
オープンでセキュアなハイブリッドクラウドは、オンプ

レミスやメインフレーム、プライベートクラウド、パブ

リッククラウドといった環境をまたぐテクニカルなアー

キテクチャーである。「オープン」であることは共有と

相互運用性を促進し、「セキュア」であることがデータ

や情報の完全性と可用性を保護し、シームレスな統合と

変換を可能とする。

ハイブリッドクラウドは柔軟性を生む。オンプレミスや

プライベートクラウドにワークロードの一部を保持した

いというニーズに応えると同時に、迅速で場所を選ばな

いというパブリッククラウドの利便性を活用できる。ハ

イブリッドクラウド・アーキテクチャーは、コアから

エッジに至るまで、開発やセキュリティー、運用に対し

て一貫したスタンダード・ベースのアプローチを提供す

る。これによって複数の環境でワークロードのポータビ

リティー（可搬性）やオーケストレーション、管理が可

能となる。

バーチャル・エンタープライズが企業内にとどまらず、

パートナーやエコシステムにまで拡張する中で、シーム

レスな統合と変換は避けて通れない。ハイブリッドクラ

ウドはこの拡張を支えている。SDN（Software Defined 

Network）** は適応性に優れたソリューションであり、

ハイブリッドクラウド・テクノロジーと組み合わせるこ

とで、次世代のコネクティビティーとレジリエンスを提

供する。これは、通信業者の役割を再定義することにつ

ながり、こうした新たなネットワーク・バリュー・チェー

ンの中でコンポーネントを提供しようとしている新規参

加者やエコシステムのパートナーが活動する場を開くこ

とになった。その中で、基盤となるテクノロジー・アー

キテクチャーのオープン性は、ますます重要になってき

ている。

*	インテリジェント・ワークフローは IBMが推進する業務自動化の
未来形。AI や IoT など、先端テクノロジーを駆使し、社内外に眠
るデータを活用した意思決定を支援することで、人間的な判断を
自動化する。

**		SDN（Software	Defined	Network）は大規模なネットワークをソフト
ウェアで制御する技術。従来はネットワークを構成する多くのハー
ドウェア機器管理について、一台ごとに設定を行ってきた。しかし、
SDNによって個別の機器の管理や、ネットワークの構成の変更など
をリモートから一括で行うことができるようになった。その結果、作
業負荷の大幅な軽減や細やかなニーズへの柔軟な対応が可能となる。
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オープンソースによるアーキテクチャーとコントロー

ル・プレーンは、社外のパートナーやエコシステムとの

コネクティビティーの強化に利用すれば、さらなる価値

の創出を可能とする。進化を続ける、新たなマルチプラッ

トフォームのエコシステムの多くは、共有可能なオープ

ン API およびマイクロサービスがもたらす「互換性」、

パートナー間の「データ・モビリティー」から恩恵を受

けている。オープンソースは、こうした新たなシステム

の構築・維持に必要なスキルへアクセスする上でも、非

常に大きなインパクトを及ぼす。

経営層の中でも最高情報責任者（CIO）と最高技術責

任者（CTO）の重要性が高まっている。これは、テク

ノロジー・アーキテクチャーに関する戦略的な判断が、

競争優位性につながるためだ。次世代エンタープライ

ズ・システムに関して適切な意思決定を行う必要性は非

常に重要であり、データやセキュリティーのニーズを

サポートする、オンプレミスやプライベートクラウド、

パブリッククラウドなどのインフラストラクチャーに関

する選択も同様だ。こうした判断にあたって、コストを

適正範囲に収めつつビジネスの状況に応じて臨機応変に

見直す姿勢も必要だ。

バーチャル・エンタープライズを運用する際のアプリ

ケーションのモダナイゼーションは複雑な作業であり、

既存の複雑性がデジタルとクラウドの複雑性に置き換

わっただけとなるリスクが非常に高い。アジャイル・ア

プローチやDevSecOps*、自動化は、それ自体は有用だ

が、活用にあたっては誤ったやり方に陥らないようルー

ルやガイドラインを整備する必要がある。データの可用

性や品質、セキュリティー、スケーラビリティーは、バー

チャル・エンタープライズの成功に必須であり、基盤と

なるテクノロジー・アーキテクチャーに大きな影響を及

ぼす（図 2参照）。

図 2
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*	DevSecOps は「開発（development）」「セキュリティー（security）」
「運用（operation）」の略。ソフトウェア開発の初期設計から統合、
テスト、実装、デリバリーまですべてのフェーズでセキュリティー
の統合を自動化すること。

ゴールデン・スレッド
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セキュリティーはすでに、テクノロジーを活用したビジ

ネスやビジネスモデルの進化を支える上で、最も重要な

ファクターの 1つとなっている。企業のエコシステムが

パートナーやプラットフォームにまで拡張される状況と

なり、セキュリティーをインテリジェント・ワークフロー

全体に適合させる必要性が高まっている。

この新しいワークフローの原材料はデータと情報だが、

このデータの価値は、その入手元の透明性・信頼性・セ

キュリティーに大きく依存している。皮肉めいた話だが、

データの置き場所を選ばないはずのバーチャルな世界で

データのグラビティー（重力）がこれまでになく重要に

なっているのだ。ブロックチェーンなどの先端テクノロ

ジーは、新しいワークフローで同一性確認や来歴、アク

ティビティー情報などを提供するため、こうした新しい

モデルを推進していく上で、まったく他に見られない、

高度な役割を果たす可能性がある。

こうしたことはすべて、オープンでセキュアなハイブ

リッドクラウドとネットワークを導入して初めて進めて

いくことが可能となる。

クラウド技術を活用して 
進化を加速
企業が、バーチャル・エンタープライズを目指して進化

を図ろうとするのであれば、クラウド活用力を強力に高

める必要がある。エコシステムからインテリジェント・

ワークフローに至るまで、バーチャル・エンタープライ

ズの基本要素は、オープンでセキュアなハイブリッドク

ラウド技術に依拠している。

クラウドは単なるインフラストラクチャーではない。道

路や鉄道、空港とは異なり、目的が限定された一時的な

投資として取り組むべきではない。また、過去のシステ

ムの一部（データセンターと従来型 IT管理）をプラグ・

アンド・プレイ *の新システムに切り換える機会として

「クラウドの導入」に取り組むだけでは不十分である。

今日重要なことは、ソフトウェアの設計・開発・運用の

能力を根本的に向上させることだ。業界を問わず、先進

的企業は、表向きは銀行やヘルスケア企業、メーカーと

いった形を取っているが、内部ではソフトウェアを駆使

するエコシステム企業へと急速な変貌を遂げている。業

界の第一線に立つ企業は、クラウドやアプリケーション、

データ、ネットワークがソフトウェアを活用したビジネ

スのコア要素であると理解している。

企業にまたがったインテリジェント・ワークフローをプ

ライベートクラウドやパブリッククラウドだけで構築す

ることはできない。インテグレーションとオーケスト

レーションを可能にするのは、ハイブリッドクラウドだ

けである。クラウドの導入は、かつて高リスクだと見な

されていたが、今では安全性が高くオープンなデジタル

環境を大規模に生み出す新たな機会となっている。サイ

バー・セキュリティーと、クラウドベースのデジタル機

能は相互補完する形で、サステナブルな業績やエンド

ユーザーの信頼、ディスラプション（創造的破壊）によ

る転落のリスク低減をサポートする。

*	「接続すれば、すぐ使える」という意味で、コンピューターに周
辺機器などを接続すると自動的に機器の検出や最適な設定を行う
機能。
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ハイブリッドクラウドは、オープン性とコラボレーショ

ンをこれまでにない水準に維持する。デジタルおよびビ

ジネスの変革と組み合わせることによって、前例のない

ほどの戦略的・財務的な利益を企業にもたらすことがで

きる。

クラウド先進企業の特徴
クラウドの導入で先頭を走る企業は何が違うのか。こう

した企業は、クラウドがバーチャル・エンタープライズ

で果たす役割について、幅広い、共通したビジョンを持っ

ている。また、ハイブリッドクラウド・アーキテクチャー

が、インテリジェント・ワークフローにとって不可欠で

あることを認識している。さらに、アプリケーションと

データがいくつものプライベートクラウドやパブリック

クラウドで実行されることもあれば、従来型のオンプレ

ミスのデータセンターを経由することもあると理解して

いる。

IBM	Institute	for	Business	Value（IBV）は産業・組織横

断的に広範な調査を行い、テクノロジー担当リーダーの

特性を分析した。その結果、こうした企業はバーチャル

な世界とアナログな世界をシームレスに行き来する必要

性を重視する姿勢を徐々に強めていることが分かった。

また、従来の組織の枠を越えて、ビジネス・プラット

フォームやエコシステムのパートナーシップとの関わり

を強めることで、新しいテクノロジーがもたらす可能性

を活用しようとしていることも見えてきた。つまり、オー

プン性を戦略として最優先に考えている。

成功している企業リーダーは次の4点に優先的に取り組

んでいる。1

積極的導入（Adoption）：テクノロジーを積極的に導入

している企業は、パンデミック期間中の売り上げの伸び

率を見ると、12の業界で同業他社より平均 6ポイント

高かった。

統合（Integration）：複数のクラウド環境を統合するこ

とでパフォーマンスが上がり、ハイブリッドクラウドへ

の投資は単一のクラウド・プラットフォームへの投資よ

りも 2.5 倍のビジネス価値を生み出した。

変革（Transformation）：クラウドへの投資が収益に与

えるインパクトは、エンド・ツー・エンドの企業変革と

して実施される場合、投資が収益に与える効果は最大

13倍にも増幅され得る。ハイブリッドクラウドとマル

チクラウドの導入が組織変革と密接に結び付くほど、テ

クノロジー投資が企業収益に与えるインパクトは大きく

なる。

コミットメント（Commitment）：クラウドがもたらし

得る売り上げ増の 92%は、他の変革を生む要因との相

互作用によって生み出されると期待される。

バーチャル・エンタープライズでは、オープンなハイブ

リッド技術とアーキテクチャーによって、誰もがデータ

を使いやすくなり、情報量とインサイトも劇的に増加し、

ビジネスの経済性が再定義される。バーチャル・エンター

プライズはクラウド先進企業に必要な特徴を体現してい

る。その根幹は次の3つのキー・コンセプトが中心となっ

ている。

— オープン性

— モダナイゼーションの継続

— 文化と生産性
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バーチャル・エンタープライズの土台はオープ
ン性だ。その実現にはオープンでセキュアなハ
イブリッドクラウドのテクニカルなアーキテク
チャーが欠かせない。さらに、コラボレーショ
ンが求められ、摩擦やトランザクション・コスト、
リスクを抑えながら、アプリケーションとデー
タを共有する必要がある。アプリケーションと
データがメインフレームにあろうが、パブリッ
ククラウドやプライベートクラウドにあろうが、
この点に変わりはない。

バーチャル・エンタープライズは、3つのレベルでオペ

レーションを行う。	 	

社内レベル：より協調的でアジリティーを高めたワーク

フローで、部門や機能を連結する。	 	

社外レベル：外部パートナーと連携する	-	ビジネスのコア

目標を達成するためにかつてないほど重要になっている。		

社会レベル：より拡張されたエコシステムと連携する	-	

それによって真のプラットフォーム経済の実現が可能に

なる。また、エコシステムに参加を希望する、あるいは、

参加する必要のある人々の力を、企業は活用することが

できる。

このオペレーション基盤の中核となるのが相互接続性で

ある。実際に IBV 調査によると、今後 3年間で最も重

要な競争優位性の 1つとして、ワークフロー全体の「透

明性と可視性」を挙げた企業が全体の 53%に及んだ。2	

アジャイルでオープンなオペレーション・モデルが実現

すれば、説明責任の文化や、戦略目標の統一、専門性の

継続的な高度化を通じて、チーム間のネットワークが強

化される。

主なポイント #1

「オープン性」が	
可能性の扉を開く

バーチャル・エンタープライズの	
オープン性の実現には、オープンでセキュアな	
ハイブリッド・マルチクラウドの	
テクニカルなアーキテクチャーが必要となる。

しかし、エコシステムなど、インテリジェント・ワーク

フローの参加者は、多くのシステムやアプリケーション、

データを使用している可能性がある。経営層の 3人に 2

人は今後 3年間で、自社の革新的なオペレーションが

データおよびコンピューティング環境の独自構成を持つ

としており、その中には、オンプレミスのデータセンター

や、メインフレーム、プライベートクラウド、パブリッ

ククラウド、さらにエッジコンピューティングが含まれ

ている。3

この多重性のジレンマを解決するのが、セキュアでオー

プンなハイブリッドクラウドであり、こうした異なる

サービスがあたかも統一された環境に置かれているよう

に機能させ、さらに包括的なセキュリティー体制を強化

する。最近、IBV が実施した調査では、回答者の 82%

がオープン性を高めたアプローチをシステムやオペレー

ションに導入したいと回答している。パンデミックの間

にハイブリッドクラウドの導入が飛躍的に伸びたが、そ

の一因は、高度なクラウド・ケイパビリティーがデジタ

ル・トランスフォーメーション（DX）に不可欠なため

だ（図 3参照）。4

インテリジェント・ワークフローはさまざまなサービス

の集合体である。クラウドのインフラストラクチャーで

は、そうしたサービス同士が相互に作用し、データを

共有できるようにしなければならない。川上から川下

まで 1つのシステム上に統合する垂直統合型（vertical	

integration）のオペレーティング・モデルが、複数の

システムを連携させて運用する垂直接続型（vertical	

connectivity）のオペレーティング・モデルへ移行しつつ

ある。ハイブリッドクラウド戦略は、仮想コンピューティ

ング環境を導入し、ワークロードとインターフェースを

適切なプラットフォーム（従来型やプライベートクラウ

ド、パブリッククラウド）に整合させなければならない。
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貴社はオープン性を採用する準備が 
どの程度整っていますか？

Q1	相互接続性と価値創出の向上を可能とするため
に、どのようにシステムのオープン性を拡張し

ていますか。	

Q2	社内で、あるいはパートナーや拡張エコシステ
ムとの関係で、貴社の現在のテクノロジー・イ

ンフラストラクチャーはどのように機会を制約

し、リスクをもたらす可能性がありますか。

Q3	ハイブリッドクラウド技術への投資は、組織の
コストや適応性、変革の可能性にどのように影

響すると思いますか。

出典：“Application modernization on the mainframe” IBM Institute for Business Value.
https://ibm.co/application-modernization-mainframe. 質問：以下の記述にどの程度同意しますか？ 

（回答率は「完全にそう思う」と「多少そう思う」の合計）

図 3

デジタル変革を進める企業はデータ統合のため	
相互接続性を求めている

82%
システムの相互接続性や 
オペレーションのために 
よりオープンな 
アプローチを採用したい 
と回答した企業の割合

82%
自社の 
メインフレームベースの 
アプリケーションを他の 
重要なアプリケーションと 
統合する必要がある 
と答えた企業の割合

69%
ハイブリッドクラウド・ 
アーキテクチャーを 
活用して、レガシー・ 
システムの統合を図り 
有効性を高めたい 
と回答した企業の割合

貴社の「現在地」を知るための問い 
～オープン性の採用～
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エアテル（Airtel）社
ハイブリッドクラウドや AI、新たな通信サービス

インド最大の総合通信企業の 1 つであるエアテル社

は、同国のデータ消費が 2022 年までの年平均成長率

（CAGR）で 70%を超え、急拡大していることを受けて、

先端ハイブリッドクラウド・アーキテクチャーに着目し

た。エアテル社はこのプラットフォームを導入すること

で、自動化と AI を活用した応答性の高いネットワーク

を提供し、顧客ニーズの増大に応えるとともに、適切な

場所とネットワーク層で新規サービスを展開することを

計画している。

エアテル社のオープンなハイブリッドクラウド・プラッ

トフォームは、ゲームやリモート・メディア・プロダク

ション、企業向けサービスなど、サードパーティー・サー

ビスを搭載することによる新たな収益源の確保を後押し

すると期待されている。同社はサービスを市場投入する

までの時間の短縮や、運用・資本経費の削減も目指して

いる。さらに、このネットワーククラウドは、B2B（法

人向け）や B2C（消費者向け）のアプリケーション開

発者などのエコシステム・パートナーが、新たなエッジ・

オファリングを含む付加価値サービスを創造することを

可能とする。

加えて、ネットワーククラウドには AI が活用され、回

線設備の自動化を促進したり、ネットワーク機器プロバ

イダーから提供される、さまざまなサービスに対する監

視・予測能力の向上を図っている。
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新たなエコシステムと拡張インテリジェント・ワークフローは、	
データ・アクセスや柔軟性、総保有コスト（TCO）を活用するために、	
大規模なアプリケーション・モダナイゼーションや、	
テクノロジーの刷新を必要とする。

主なポイント #2

永続的な	
モダナイゼーションが不可避

バーチャル・エンタープライズは絶えず改善と
モダナイゼーションを進めている。また、イン
テリジェント・ワークフロー全体から得られる
洞察を常に活用している。バーチャル・エンター
プライズの進化が止まることはない。

ハイブリッドクラウドはこのプロセスを後押しして包括

的で継続的な変革を可能にしている。IBVが最近実施し

たアンケートによると、企業が競争力を維持するために

は、アプリケーションの刷新や、よりオープンなアプロー

チの採用など、迅速な変革が必要だと経営層の5人に 4

人が回答している。5	また、ほぼ 70%の経営層は、ハイ

ブリッドクラウドを活用して既存のレガシー・システム

の統合と有効性の向上を進める計画があると答えている。

DX戦略によって基盤システムのモダナイゼーションが

促進され、さらに重要な点として、そこに存在するアプ

リケーションのモダナイゼーションも進む。ハイブリッ

ドクラウド環境は、ワークロードとインターフェースが

技術・戦略・規制の観点から最適な環境に合致するよう

手助けする。こうした動きがすべて、統合されたフィー

ドバック・ループに対応した、モダナイゼーションとワー

クフローの進化を継続的に可能とする（図 4参照）。

そうしたモダナイゼーションにはさまざまな形があり得

る。例えば、多くの企業は「クラウドネイティブ」なア

プリケーションを開発するために、クラウド・プラット

フォームを活用してきた。クラウドネイティブなアプリ

ケーションの設計はモノリシックなアプリケーションと

はまったく異なる。モノリシックなアプリケーションは

ビジネス活動に必要な機能要件を満たすよう導入時に設

計されるが、時間とともに時代遅れになってしまう。

クラウドネイティブのアプリケーションでは、個々の機

能のかたまりを、今やマイクロサービスのアーキテク

チャーの標準となったコンテナを使用し、スタンドア

ローンのマイクロサービスの形で構築する。

エンタープライズ・アーキテクチャーの動的部分をオー

ケストレーションするコントロールタワー・アプローチ

の登場は、もう 1つの重要なクラウドベースのモダナ

イゼーションである。オープン・スタンダードを活用し、

この概念をエコシステムのエンド・ツー・エンドの環

境にまで拡張することは理論的には可能である。多く

の経営層は、インテリジェント・ワークフローにはハ

イブリッド環境が必要だと述べている。実際、IBV が最

近実施した調査ではこの主張に否定的な回答は 13%に

とどまった。6

クラウドベースの ERP* ソリューションは、アーキテク

チャー全体において重要な役割を果たすことも可能であ

り、インテリジェント・ワークフローの柱となっている。

クラウドベースのERPソリューションや、差別化された

データ、オープンなアプリケーション・プラットフォー

ムを正しく統合することによって、拡張インテリジェン

ト・ワークフローは複数の環境にまたがって一体的に機

能し、バーチャル・エンタープライズの強力な心棒となる。

最後の点として、ハイブリッドクラウド・モデルを活用

すれば、バーチャル・エンタープライズは常に最先端の

セキュリティーを確保できる。オープンでセキュアなハ

イブリッドクラウドのネットワークによって、企業は優

れた最新ソリューションを手に入れることが可能となっ

た。そうしたソリューションは必要なときにすぐ活用で

き、常に最新の状態に更新される。

*	ERP（エンタープライズ・リソース・プランニング）は経営資源
を有効活用するために統合的に管理し、情報を一元化して効率化
を図る手法。
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図 4

クラウドコンピューティングで	
改善されるワークフローの上位項目

貴社には継続的にモダナイゼーションを 
行う能力がありますか ?

Q1	アプリケーションとシステムのモダナイゼー
ションについて、継続的・永続的なプロセスが

貴社にはありますか。

Q2	モダナイゼーションを行うべきアプリケーショ
ンをどう決めていますか。改善はどのように実

行しますか。新機能の適切な導入先をどう特定

しますか。

Q3	ワークフローのセキュリティーを、貴社のパー
トナーやネットワーク、エコシステムが拡大し

ていくことも念頭に、将来にわたってどう確保

していきますか。

出典：2021 年 IBM Institute for Business Value の Virtual Enterprise Survey の未発表データ。

1

スマート・ 
マニュファクチャリング

2

ディスラプション 
（障害等による中断）の 

予測管理

3

統合された 
金融サービス

4

カスタマイズされた 
顧客サービス

5

エンタープライズ・ 
リスク・マネージメント

6

IT 
トランスフォーメーション

7

マーケティングおよび
ブランド管理

8

カスタマイズされた 
従業員研修

9

パフォーマンス管理

10

継続的コラボラティブ・ 
プランニング

貴社の「現在地」を知るための問い 
～モダナイゼーションの実行～

10



そこで同社が出した答えは、エッジコンピューティング・

ネットワークを導入することだった。ただ、この技術を

より効果的に活用するために、同社は堅牢なハイブリッ

ドクラウド機能を導入する必要があった。同社は現在、

安全性が高いトンネルを経由して、顧客に集中管理型の

クラウド・コンソールへのアクセスを提供し、これによ

り顧客は社内でグローバルにエッジ・アプリケーション

の開発や配信、管理を、必要に応じた用途で行えるよう

になった。

「IBM	Cloud	Satellite」がルーメン・テクノロジーズ社

のネットワークに統合されたことで、同社の顧客はエッ

ジでイノベーションをより迅速に推進できるようになっ

た。これによって顧客は最新の機能やエクスポネンシャ

ルな機会を活用することが容易となった。

ルーメン・テクノロジーズ 
（Lumen Technologies）社

ハイブリッドクラウドを 
ネットワーク・エッジに活用

米国を拠点とする多国籍テクノロジー・プロバイダーで

あるルーメン・テクノロジーズ社は、顧客に対し、より

スピーディーでリアルタイムのソリューションを提供

したいと考えていた。金融取引や外観検査など、計算負

荷の高いアプリケーションに同社のサービスを活用す

る法人顧客は、AI を活用した分析モデルを使用するこ

とがよくあり、迅速な結果を求めていた。ルーメン・テ

クノロジーズ社が情報をデータセンターや外部のクラ

ウドに送信して処理や計算を行うとしても、遅れは許さ

れない。
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アーキテクチャーの選択、さらに代替可能な	
スキルセットを伴ったオープンでセキュアなソリューションが、	
バーチャル・エンタープライズの成功の土台となる。

主なポイント #3

企業文化と生産性の	
密接なつながり

企業文化は組織の紐帯であり、社内外の関係者
を一体化し、イノベーションやコラボレーショ
ン、価値創造を刺激する。バーチャル・エンター
プライズにとって極めて重要な要素であり、ト
ランスフォーメーションの成果を求めたり業績
向上を目指したりする上で、人財やテクノロ
ジー、組織をつなぐ役割を果たす。 

ハイブリッドクラウドはオープン・テクノロジーの基盤

として、業務を統合し、より安全にデータを共有して、

エコシステム参加者の信頼を高める。これによって、企

業は価値創出を拡大するためのコラボレーションや共

創、イノベーションが可能となる（図 5参照）。

企業はトランスフォーメーションに乗り出す上で、レガ

シー・システムに携わる技術者のスキルの再開発という

課題に苦慮している。活用している、基盤のソリューショ

ンやアーキテクチャーのオープン性が高いほど、さらに、

メインフレーム環境やプライベートクラウド、パブリッ

ククラウド環境を幅広く使うほど、開発・メンテナンス

担当のチームは代替・再利用が可能となる。

IBV が最近実施した調査では、文化が DXにプラスにな

ると回答した企業は 81%に上った。加えて、回答者の

4人に 3人は、エコシステムの緊密化を図ることが、ハ

イブリッドクラウドを構築するための重要な推進力にな

ると回答している。7

テクノロジーの導入で業務内容が変わり仕事の幅が広が

るにつれ、従業員は新しい働き方に順応するための再教

育や再研修、サポートを受けることが避けられない。オー

プンクラウドを活用する企業は、従業員だけでなく、パー

トナーである幅広いエコシステム内の潜在的な人財スキ

ルも利用できる。IBV の調査では、同じ先進的なクラウ

ド導入企業の中でも、人財育成やスキル開発の能力に秀

でた組織の方が売り上げの伸び率が平均 9%高い。8

産業全般に企業はバーチャルと現実の世界をシームレス

に行き来することを望んでいる。新たな価値を手に入れ

るため、企業はプラットフォームやエコシステムのパー

トナーと関係を深めることによって、従来の組織の枠を

越えて活動を広げていこうと模索している。こうした戦

略を進める際に、オペレーティング環境をまたいでデー

タやワークロードを移行する能力がますます重要になっ

ている。

ハイブリッドクラウド全体に相互運用性とオープン性の

文化を確立し維持すれば、ワークフォースと組織の両面

で生産性を向上させることができる。
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貴社の文化はどのように生産性を高めますか？

Q1	社内や、パートナーとの関係、エコシステム内
で、技術資産の複雑性が、相互協力的で標準的

なオペレーション環境の構築をどのように難し

くしていますか。

Q2	バーチャル化が一層進んだ環境で、未来のオ
ペレーションへ備える際に、想定される人財

ギャップにどう対処しますか。

Q3	DX が進行する中で、ワークフォースのスキル
アップやリスキリングを阻むものは何ですか。

出典：Payraudeau, Jean-Stéphane, Anthony Marshall, and Jacob Dencik. “Unlock the business value of hybrid cloud: How the Virtual 
Enterprise drives revenue growth and innovation.” IBM Institute for Business Value. ibm.co/hybrid-cloud-business-value

図 5

クラウドがもたらす潜在的収益

オペレーション・イネーブラーの成熟化
ワークフォース・スキル、プロセス、	
拡張インテリジェント・ワークフロー、	
サイバー・セキュリティー

92%

クラウドによる潜在的収益の 
大部分（92%）が、以下の企業能力の 
相互作用によって生み出されると 
見込んでいる

オープンな組織原理の受容
文化のトランスフォーメーション、	
イノベーション、プラットフォーム戦略、	
エコシステムの連携

エクスポネンシャル・テクノロジーの導入
AI、IoT、	
ロボティック・プロセス・オートメーション（RPA）

データのマスタリー

35%

29%

17%

11%

貴社の「現在地」を知るための問い 
～社内文化の醸成～
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デルタ航空 
（Delta Air Lines）

テクノロジー・プラットフォームの 
モダナイゼーション

パンデミックで航空需要が落ち込む中、デルタ航空はデ

ジタル・オペレーションをモダナイズする好機だと気付

いた。同社は、顧客体験（CX）と従業員体験（EX）を

向上させたり、業務全般に効率性を高めたりする取り組

みは、常に必要だと理解している。同社は DXの一環と

して、データとアプリケーションのほとんどをクラウド

に移行する作業を進めている。

2,000 人を超えるデルタ航空の IT エキスパートが、ア

プリケーション開発やセキュリティー構築、クラウド導

入に尽力している。オープンなハイブリッドクラウド・

アーキテクチャーへ移行することで、運用や改良にあ

たって一貫して標準的なアプローチを取ることが可能に

なる。同社の新しいクラウド・アーキテクチャーによっ

て、ネットワークの一体化が促され、アジリティーを高

めたり、さまざまなアプリケーションでデータを使った

りすることが容易になるだろう。

デルタ航空はハイブリッドクラウド環境を活用して、ア

プリケーションとデータベースの 90%を今後 3年間で

モダナイズすることを見込んでいる。ビジネスバリュー

の優位点としては、開発の生産性が 30%超改善すると

期待している。
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アクション・ガイド

ハイブリッドクラウドを	
活用しバーチャル・エンター	
プライズを進展させる
バーチャル・エンタープライズは、拡張インテリジェン
ト・ワークフローやエクスポネンシャル・テクノロジー、
新たに導入されたデータ機能に依拠しながら、さまざま
なプラットフォームやエコシステムの枠を越えて共創や
コラボレーション、イノベーションといった新たな機会
を創出する。その最大の特徴がクラウドに支えられた
オープン性である。

マルチクラウド・ソリューションがインテリジェント・
ワークフローやプラットフォームとともに普及していく
と、これを下支えするデータのロケーション、および、
そこへアクセスするスピードを理解・管理する必要性が
高まる。最先端のセキュリティー・プロトコルは不可欠
だ。統合によってビジネスと社会を変革する価値への道
が開かれる。このワークフローを介して人間とテクノロ
ジーの関わり方が大きく変わり、共感が高まり、生産性
を押し上げ、エクスペリエンスがもたらされる。そうし
た世界を思い描くことができる。

オープンなハイブリッドクラウドのモデルは、ワーク
フォースやエコシステム、流動的なワークユニット・チー
ムを支援するために、インサイトをほぼ即時に提供する
ことによって、コラボレーションを高め、機会を広げる。

ここではハイブリッドクラウドとネットワークを効果的
に活用するための5つのステップの概要を紹介する。

組織をオープンにする
	— パートナーや顧客などの利害関係者との関係づくり
を、新たな、より良い形で可能とするプラットフォー
ムに参加する。

	— システムやネットワークの枠を超えたコラボレー
ションの価値を特定する。他のエコシステムとつな
がり、その価値を追い続けるために必要な、自社の
ポートフォリオをモダナイズする。

	— 社内やパートナー、エコシステムとの間で信頼関係
を築く。

的確なテクノロジー・ミックスへ投資する
	— 統合と関係づくりの基盤としてハイブリッドクラウ
ドを受容する。

	— モダナイゼーションを進め、広範囲で、いつでも利
用可能なネットワーク上でデータを共有し、場所や
アプリケーション、時間を問わず、必要なデータを
利用できるようにする。

	— 複合的に利用したときに最も高い価値を生むテクノ
ロジーを優先導入し、ビジネスの成果を拡大する。

オペレーション・イネーブラーを開発する
	— デジタル化を加速する、ビジネスの潜在性を活用す
るため、十分なデータが準備され、エクスポネンシャ
ル・テクノロジーに対応したインテリジェント・ワー
クフローを構築し、最適化する。

	— コラボレーションや共創、データ共有を安全に推進
するため、エコシステムのパートナーと連携してサ
イバー・セキュリティー能力を強化する。

	— 学習と継続的なリスキリングを社内に定着させる。

モダナイゼーションを継続する
	— 変革を単発の取り組みに終わらせず、永続的な目標・
プロセスとして取り組む。

	— デジタル・ダッシュボードのアプローチやクラウド・
オーケストレーター／管理プラットフォーム、クラ
ウドベースの ERP、SaaS、独立系ソフトウェア・
ベンダー（ISV）の活用を検討する。

	— 学習やベスト・プラクティス、プロセス改善を促進
するフィードバック・ループを導入する。

文化の変革を推進する
	— オープンな文化を醸成して、常に実験を奨励し、新
しいスキルや働き方を取り入れるとともに、あらゆ
ることがアイデアの源泉になることを理解する。

	— 最も価値の高いアイデアに優先的に取り組むため、
戦略と基準を明確にする。

	— イノベーションやコラボレーション、価値創出を評
価・報奨するパフォーマンス指標を策定する。
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バーチャル・エンタープライズ： 
オープンでセキュアな 
ハイブリッドクラウドとネットワークが鍵に

Varun Bijlani
Global Managing Partner
Hybrid Cloud  
Transformation Services
IBM Consulting

（IBM コンサルティング、 
ハイブリッドクラウド・ 
トランスフォーメーション・サービシズ、 
グローバル・マネージング・パートナー）
連絡先： 
varun.bijlani@uk.ibm.com 
uk.linkedin.com/in/varunbijlani

Hillery Hunter
IBM Fellow
Vice President and CTO
IBM Cloud

（IBM Cloud、 
バイス・プレジデント兼最高技術責任者、
IBM フェロー）
連絡先： 
hhunter@us.ibm.com 
linkedin.com/in/ 
hillery-hunter-97962a14

Shai Joshi
Managing Partner
Global Hybrid Cloud Services
IBM Consulting

（IBM コンサルティング、 
グローバル・ハイブリッドクラウド・ 
サービシズ、マネージング・パートナー）
連絡先： 
shailesh@us.ibm.com 
linkedin.com/in/shaijoshi

Usha Srikanth
Vice President
Client Innovation Center, India
IBM Consulting

（IBM コンサルティング、 
インド・クライアント・イノベーション・ 
センター、バイス・プレジデント）
連絡先： 
usha.srikanth@in.ibm.com 
linkedin.com/in/ushasrikanth

IBM のグローバル・ハイブリッドクラウド・トランスフォーメーショ
ン・サービシズの責任者。クライアントのクラウド戦略とアーキテク
チャーのデザイン・実装を支援し、その際にマイグレーションやモダ
ナイゼーション、最新のクラウドネイティブ機能も活用する。キャリ
アは 26 年超に及び、ドメインに関する知識が豊富で、グローバルな
プログラム管理の専門性にも優れる。戦略およびオペレーションの
リーダーとしてコンサルティングとビジネスの両分野で活躍する。ム
ンバイ大学卒業（電子工学学士）、西イングランド大学でビジネス・リー
ダーシップの PGD を取得した。

インド国内のクライアント向けのオフショア・デリバリーおよびベー
ス・グロースの支援業務責任者を務め、現在 13 業界を担当してい
る。7 つの拠点に分散したチームとともに、システム・インテグレー
ションからアプリケーション開発、保守に至る幅広いサービスをサ
ポートする。25 年超にわたり、銀行業をはじめとするクライアント
に サ ー ビ ス を 提 供 し て き た。NMIMS（Narsee Monjee Institute of 
Management Studies）で学士号と修士号を取得した。

著者紹介 -	
フィールド全体にわたる視点

IBM のクラウドネイティブおよびインフラストラクチャー・オファリ
ングの技術戦略を担当。現職の前は、IBM Research で「Accelerated 
Cognitive Infrastructure」のディレクターを務める。これまでメモ
リー技術や AI システムなどの分野で技術者および管理職として重責
を担ってきた。「IBM Academy of Technology」のメンバーであり、
2017 年には最高技術職位である「IBM Fellow」に任命された。イリ
ノイ大学アーバナ・シャンペーン校を卒業後、同校で修士と博士の学
位も取得した。

ハイブリッドクラウド・サービシズのグロース・プラットフォームの
責任者を務め、クライアント向けにクラウド戦略の策定やマイグレー
ション、モダナイゼーション、セキュリティー、ハイブリッドクラウ
ド管理を支援する。ハイブリッドクラウド・サービシズのオファリン
グ・ポートフォリオ向けに戦略やオファリング、販売、および納品を
統括。現職の前は、マネージング・パートナーとしてグローバル・ク
ラウド・アプリケーション・サービシズのサービスラインを担当し、
クライアントのクラウド移行を支援した。
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二上哲也
日本アイ・ビー・エム株式会社  
IBM コンサルティング事業本部 
CTO 執行役員 IBM フェロー

1990 年に日本 IBM の開発製造部門に入社。Java/Web 技術によるシ
ステム構築を推進し、2004 年からはサービス部門にて大規模 Java プ
ロジェクトのリード・アーキテクトとして活動。2010 年からは IBM 
Distinguished Engineer（技術理事）として、API や Blockchain、AI
やクラウドなど最新技術によるシステム構築の変革をリード。2021
年 4 月に IBM フェローに就任し、執行役員 IBM コンサルティング事
業本部 CTO として、プラットフォーム共創を推進している。

日本語翻訳監修

久波健二
日本アイ・ビー・エム株式会社
技術理事 

（IBM Distinguished Engineer）
Hybrid Cloud Service CTO、 
保険インダストリー CTO
TEC-J プレジデント

大規模で複雑な開発プロジェクトにて、IT アーキテクチャー策定か
ら本番稼働まで幅広く参画し、お客様の成功を支援。最近はマルチク
ラウド環境での基幹システム・アーキテクチャー策定活動を中心に従
事。アーキテクト CoC（Center of Competency）リーダーとしてアー
キテクト人財育成、TEC-J プレジデントとして日本 IBM の技術コミュ
ニティー活動を推進。
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